
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和８年２月２５日 
 
 

令和８年２月羽島市教育委員会定例会会議録 



令和８年２月羽島市教育委員会定例会会議録 
 
 令和８年２月２５日、令和８年２月羽島市教育委員会定例会を羽島市役所本庁舎３

階３０２会議室において開いた。 
 
議事日程 
日程第 １      会議録署名委員の指名 
日程第 ２ 報第３号 羽島市教育委員会の後援等承認の報告について 
日程第 ３ 議第３号 羽島市教育振興基本計画について 
日程第 ４※承第１号 臨時代理の報告並びにその承認について（専決処分の報告に

ついて（訴えの提起について）） 
日程第 ５※議第４号 羽島市議会提出議案（令和８年度羽島市一般会計予算）に同

意することについて 
日程第 ６※議第５号 羽島市議会提出議案（令和７年度羽島市一般会計補正予算

（第１２号））に同意することについて 
日程第 ７ 
     １ 各課の事業進捗状況 
 （※印は秘密会で開催） 
 
本日の会議に付した議事 
議事日程に同じ 

 
出席者        

教育長（議長）            森   嘉 長 
  教育委員               今 枝   甫 

教育委員               春 日 民 奈 
教育委員               今井田 裕 子 

  教育委員               □ 川   功 
 

 
説明のため出席した職員の職氏名 
  事務局長               不 破 勝 秀 

事務局次長兼教育政策課長       小 川 隆 正 
  事務局次長兼教育政策課施設担当課長  稲 葉 佳 樹 
  事務局次長兼学校教育課長     
  兼教育支援センター所長        児 山 章 浩 
  西部幼稚園長             安 藤 賢 治 
  北部学校給食センター所長       竹 内 弘 明 
  南部学校給食センター所長       亀 山 佳 枝 
  生涯学習課長             丸 山 靖 生 
    図書館長                       番   重 宗 
  スポーツ推進課長           柴 田 泰 宏 
 
 



午後１時３０分開議 
日   程 発言者 発   言   の   要   旨 
教育長挨拶 教育長 ・ 第２回いじめ防止専門委員会について 

  ２月１７日に開催され、羽島市の状況を踏まえ、委員の

方から貴重なご指摘、ご意見をいただいた。大きくは２点

であり、１点目は、「重大事態に相当または重大事態が疑

われる事案については、警察や関係機関との連携を早めに

図ることの必要性」をご指摘いただいた。２点目は、「い

じめの被害者のみならず、不登校傾向のある心配な児童生

徒には継続的に関われる大人がいるということ、寄り添え

るということ、それとともに、児童生徒自らが声を上げ、

あるいは自分なりの見通しを持って行動できるような、支

援を行うことの大切さ」を教えていただいた。子どもたち

の安心、安全、そして命を守るということを改めて認識し

た会議になった。 
・ 新年度予算について 
  教育費は３１億１，２７５万９千円で昨年度に比べると

５億円ほど増額で、伸び率はプラス２１％である。主な要

因は、教育支援センター費と給食センター費の増額であ

る。教育支援センター費については、児童生徒用タブレッ

トの更新やｗｉ－ｆｉシステムの更新が主なものである。 
開   会 議長 出席委員が定足数に達していることから令和８年２月羽

島市教育委員会定例会の開会を宣言する。 
承第１号から議第５号までについて秘密会としたい旨述

べ、委員の発言を求める。（各委員から異議なしの声あり。） 
異議がないので承第１号から議第５号までについて秘密

会とすることが承認された旨述べる。 
日程第１ 議長 本日の会議録署名委員に春日委員を指名する。 
日程第２ 議長 報第３号を議題とする旨述べ、説明を求める。 
 【説明】 以下の後援事業の申請者、目的、事業開催内容等を説明す

る。 
  【教育政策課長】 

  （展示会「美濃聖人永田佐吉と佐吉大仏」、第３５回美

濃竹鼻ふじまつり・竹鼻まつり） 
【学校教育課長】 
  （羽島市ダブルダッチ無料体験会） 

 議長 委員の発言を求める。 
   発言がないので日程第２ 報第３号の報告を終える旨述

べる。 
日程第３ 議長  議第３号を議題とする旨述べ、説明を求める。 
 【説明】  羽島市教育振興基本計画について説明を行う。 
 議長  委員の発言を求める。 

【今井田委員】 



   ⑴ 学校運営協議会が年に４回以上行われている学校の

割合とあるが、なぜ４回以上を指標にしたのか。 
  （事務局） 
   ・ 学校によってばらつきがあるが、現在の平均値の

４回は行ってもらうことが適当であると思われる。 
 ⑵ 回数を増やすことも大事だが、先生が学校の授業から

離れて参加するようでは本末転倒であり、バランスが難

しい。 
  （事務局） 
   ・ ご指摘を基に検討していく。 
 ⑶ 新体力テストにおいて総合評価Ｃ以上の子どもの割

合とあるが、その意味を書いたほうが見る人がわかりや

すくなると思う。 
  （事務局） 
   ・ ご指摘を基に検討していく。 
【今枝委員】 
 ⑴ 児童生徒の体力の向上について項目があるが、現状は

どのようなものか。 
  （事務局） 
   ・ 小学校では外遊びの推奨を、中学校では軽スポー

ツの推進を目標としている。 
     アクティブチャイルドプログラムという、大学の

先生に学校へ来てもらい子どもたちに体を動かす

楽しさを教えていただくというもので、今年度は１

月に行った。スポーツ運動に専門的な知識を持って

いらっしゃる方、今年は県のスポーツ協会の方に来

ていただいて体力テストに直結しそうな能力が上

がるためのゲーム性のある遊びを教えていただい

た。 
 ⑵ 体育の授業だけでは時間が短く改善しないと思うの

で、学校の取り組みとして、休み時間を使って、外で遊

ばせるとか、体を動かす機会を作った方がよいのではな

いか。 
  （事務局） 
   ・ 学校では教育課程もあり、運動ばかりというわけ

にはいかない。アクティブチャイルドプログラム等

で運動に親しんで、学校以外でも何か活動してみた

いとか、あるいはスポーツやレクリエーションに参

加したいというきっかけにつながるといいと思う。 
【春日委員】 
 ・ 不登校に対するハードルが下がっていると感じる。昔

は不登校というと大きな問題と捉える方が多かったが、

現在は子どもサポートルーム等の市教委の施策もあり、 
 



  自分に合った環境を見つけていけばいいという考え方

へ変わってきているのではないか。不登校が受け入れら

れるようになってきたからこそ、増えているのではない

か。 
  （事務局） 
   ・ 文部科学省も言っているが、不登校は問題行動で

はない。いじめ等の暴力行為とは違い、多様な学び

の一つだと位置づけられている。これは問題だと言

えば言うほど、不登校の子どもと保護者は、プレッ

シャーを感じてしまうということだと思う。 
【□川委員】 
 ・ 昨今不登校の児童・生徒が増えているが、「不登校の

子どもへの多様な学びの支援」が重点項目となっていな

いが、よいか。 
  （事務局） 
   ・ 新しい時代の学校構想の答申に記載があった、主

体性と協働性に関わる部分を重点項目としている

ものであるが、協働性のあり方として、お互いに多

様性を認め合うということと捉えれば、不登校も多

様な学びの一つのあり方として、重点項目になりう

ると思うので、修正して議決をいただきたい。 
 さらなる委員の発言を求める。 
 発言がないので日程第３ 議第３号は修正案のとおり可

決された旨述べる。 
日程第４ 議長  承第１号を議題とし、秘密会で行う旨述べる。 
日程第５ 議長 議第４号を議題とする旨述べる。 
日程第６ 議長 議第５号を議題とする旨述べる。 
日程第７ 議長 秘密会を解く。 
  各課の事業進捗状況の説明を求める。 
 【説明】 

 
【教育政策課長】 
 ・ 特になし。  

  【学校教育課長】 
 ⑴ いじめの状況について 
   １月１日から１月３１日までの間に報告があった事

例は、児童３件、生徒２件の合計５件である。 
   小学校にもＳＮＳを利用したトラブルがでてきたの

で、情報モラル教育を児童や保護者にも行っていきた

い。 
 ⑵ 不登校の状況について 
   １月の不登校の状況は、小学校・前期課程４７名、中

学校・後期課程９６名の計１４３名である。 
   冬休み明けで登校出来ない生徒が増加している。 
 ⑶ 交通事故・学校事故・問題行動について 



   交通事故は４件で、学校事故は３件であった。 
   小学校で暴力行為が４件、中学校で８件あった。 
 ⑷ その他 
   学級閉鎖が１月２１日から２月２０日までに３７件

発生した。 

【西部幼稚園長】 
 ・ 本日は、福寿小の５年生にイタセンパラについて紙芝

居を作ってもらい、幼小の交流が進んでいる。 
   本園は、インクルーシブ教育を推進しており多様な個

性が集まる園であるが、この共生の願いを持った保育に

関して関心を持たれた九州産業大学の清水教授、愛知淑

徳大学の吉田教授より、保育調査のため、写真など情報

を学会で発表したいという申し出があった。その旨を保

護者に周知したところ、承諾していただけたので進めて

いる。 
【南部・北部学校給食センター所長】 
 ・ １月２８日にネズミが南部給食センター内で見つかっ

たため、調理場内を２９日、３０日と給食調理を止めて

清掃やネズミの駆除を行った。それ以降はネズミの発見

なく、安全な給食調理ができている。 
【生涯学習課長】 
 ⑴ 羽島市美術展の表彰式について 
   ２月１日に開催され、１３０名ほどの者が出席した。 
   期間中は３，８７３名の方に観賞に来ていただいた。 
 ⑵ 不二竹鼻町屋ギャラリーについて 
   所蔵品展の版画の展覧会を開催中である。現在の来場

者は１１３名である。 
 ⑶ 生涯学習都市づくり５か年計画について 
   今年度は現行の計画の最終年度のため、次期計画の作

成に向けて、これまでに生涯学習都市推進会議において

策定作業を進めてきた。３月の定例教育委員会で完成版

を配付予定である。 
【図書館長】 
 ・ 特になし。 
【スポーツ推進課長】 
 ・ 特になし。 

  【事務局長】 
 ・ 特になし。 

 議長  委員の発言を求める。 
  発言がないので事業進捗の報告を終える。 
閉会 
 

議長 
 

以上で本日の議事日程は全て終了したので、令和８年２月

羽島市教育委員会定例会の閉会を宣言する 
 



午後３時１０分 閉会 
 
上記会議の大要を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。 

 
令和８年２月２５日 

 
教育長    森   嘉 長 

              
 

委 員    春 日 民 奈 
     


